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[主張]　名譽の孤立　－たゞ皇道、勇往邁進あるのみ―

　人類 (じんるい)を幸福 (こうふく)[footnoteRef:1]から救 (すく)はう、同時 (どうじ)に所謂 (いはゆる)英佛式 (えいふつしき)資本 (しほん)主義 (しゆぎ)唯 (ゆゐ)利 (り)主義 (しゆぎ)の腐敗 (ふはい)より救 (すく)はうと云 (い)ふ道義的 (どうぎてき)信念 (しんねん)の下 (もと)に、帝 (てい)國 (こく)と堅 (かた)い契 (ちぎり)を結 (むす)んでゐたドイツ國 (こく)が突 (とつ)如 (じよ)蘇 (そ)聯 (れん)と不 (ふ)可 (か)侵 (しん)協 (けふ)定 (てい)を結 (むす)んだ。英佛 (えいふつ)に危 (あやう)く包 (ほう)圍 (ゐ)せられん形勢 (けいせい)に置 (お)かれたドイツとしては所謂 (いはゆる)背 (せ)に腹 (はら)は換 (か)へられぬ事情 (じぜう)の逼迫 (ひつぱく)さもあつたであらう。 [1:  単行本『同胞に寄す』では「不幸」に修正されている。] 

　このドイツの一石 (せき)によつて醸 (かも)された歐 (おう)洲 (しう)情勢 (ぜうせい)の急變 (きうへん)、及 (およ)び其 (その)結果 (けつくわ)として起 (おこ)るべき、獨伊露と英佛 (えいふつ)との大 (だい)衝 (せう)突 (とつ)の逼迫性 (ひつぱくせい)に對 (たい)し、我帝國 (わがていこく)は如何 (いか)なる態度 (たいど)と決心 (けつしん)を以 (もつ)て進 (すゝ)むべきであるか。一言 (げん)にして云 (い)へば唯 (たゞ)名 (めい)譽 (よ)の孤 (こ)立 (りつ)あるのみだ。元來 (ぐわんらい)一國 (こく)の大事業 (だいじげう)は孤立 (こりつ)によつてのみ成 (な)し遂 (と)げられたと云 (い)ふのが歴史 (れきし)の教 (をし)へるところである。興亞 (こうあ)の大事業 (だいじげう)は唯 (たゞ)大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)獨 (どく)自 (じ)の判断 (はんだん)と實力 (じつりよく)と、而 (しか)して亞細亞 (アジア)諸民族 (しよみんぞく)の協力 (けふりよく)によつてのみなさるべきだ。なまじつか特定 (とくてい)の一國 (こく)と道徳的 (どうとくてき)にしろ或 (ある)種 (しゆ)の義 (ぎ)務 (む)關 (くわん)係 (けい)にあるよりも、凡 (すべ)ての顧 (こ)眄 (べん)より脱 (だつ)して自由 (じゆう)にアジアを處理 (しより)した方 (ほう)が手 (て)ツ取 (とり)早 (はや)い話 (はなし)でないだらうか。今 (いま)や帝國 (ていこく)には一線 (せん)の足手纏 (あしでまと)いもないのだ。皇道 (こうどう)の命 (めい)ずる處 (ところ)に從 (したが)ひ勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)縦横 (じうわう)に快 (くわい)腕 (わん)を揮 (ふる)ふ機會 (きくわい)を天 (てん)より與 (あた)へられたのだ。何 (いづ)れの國 (くに)であれ日 (につ)本 (ぽん)に楯 (たて)突 (つ)く國 (くに)はアジアより逐拂 (おひはら)はれる覺 (かく)悟 (ご)であるべき[で]ある。
[bookmark: _GoBack]　この時 (とき)に當 (あた)り轟 (ごう)々と吾 (われ)々[の]胸 (むね)に迫 (せま)るものは非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)國 (こく)民 (みん)としての責任感 (せきにんかん)だ。昭 (せう)和 (わ)十二年 (ねん)七月 (がつ)七日 (にち)に生 (う)まれかはつた吾 (われ)々は、今 (いま)一度 (ど)生 (う)まれかはらう。あらゆる私利 (しり)私 (し)慾 (よく)の念 (ねん)を棄 (す)て、國 (こく)策 (さく)遂行 (すいかう)のために歩 (ほ)調 (てう)を合 (あ)はさう、全力 (ぜんりよく)を盡 (つく)さう。百人 (にん)が萬人 (にん)一死報國 (しほうこく)の決心 (けつしん)を堅 (かた)めよう。而 (しか)して己 (おの)がじし興亞 (こうあ)の聖業 (せいげふ)に對 (たい)する地下 (ちか)三尺 (しやく)の一介 (かい)の石 (いし)ころとなる覺 (かく)悟 (ご)をしよう。
